











The Engineers of Ex Japanese Military and




In this paper I attempt to discuss about the contribution to the performances of
R&D activities in postwar Japan by the engineers of ex Japanese military.
I investigate this fact by examining the memorials of ex military engineer's
activities and lists of companies- personal. I concluded that ex military engineers
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技術者の太平洋戦争」 (碇義朗(1989))c 「海鷲の航跡」 (日本海軍航空外史刊行会(1982))
で取り上げられている人々をリストアップした。またこれらの人々の戦後については昭和35
年前後の「会社職員録」 (ダイヤモンド)、 「日本の自動車技術20年史」 (社団法人自動車技













































































































































(1989) p.250)ことの反省にたち、 「日本をしっかりした工業国として復興させたい」 (同
p.251)と日本の工業水準の向上を、多くの技術者が目指していたのである。
4.人材育成に関しては明確に検証はできてはいないが、 1.～3.にいたる旧軍隊の技術
系士官、技師の知見、思考、方向性は戦後の技術者の育成に大きく貢献したことは推察する
ことはできよう。
これまで紹介・説明してきたように戦後日本の研究開発態勢の出発点において旧軍隊の技
術系士官、技師の貢献は多方面にわたって、大きいものであった。しかしそれはまた日本の
研究開発態勢の方向性、あり方を微妙に決めたとも云えよう。
ただ現在ではまだ旧軍隊の技術者の意義と評価についての研究・調査は緒に就いたばかり
であろう。資料の多くは散逸してしまったものが多いことではあるが、今後可能な限り資料
を積み上げて、検討することが重要であろう。
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